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　単一抗原惹起家兎に誘発したフィブリノイド
　病変についての免疫組織学的研究
　　一一一とくに心、関節を中心に一一一
（病理学第一）西川純子、池原幸子、
　　　　　　渡辺洋望、石井甲骨
　消化管系、気道系などの粘膜面の局所免疫機構
において主要な役割を担っているのが分泌型Ig
A（S－IgA）とされている。本研究は現時点
においていまだ解明されていないヒト顎下腺粘液
細胞の抗体分泌機構に関して、S－IgAの局在
面から検討を行なった。
　材料と方法：実験材料は本学病理学第二講座に
おいて1989年～90年まで1年間に病理解剖
を行なったうちの新鮮解剖検例より採取した顎下
腺組織50例である。実験方法は採取された材料
をホルマリン固定、パラフィン包埋の後、厚さ4
μの連続切片を作製した6形態的観察のためにH
E染色、粘液組織化学的観察のためPAS染色、
ph2．．5AB染色、　HID一一一AB重染色、免疫
組織化学的観察のために内因性ペルオキシダーゼ
阻止処理に若干の改良を加えた酵素抗体法（AB
C法）を施行した。使用抗体はヒトSC、ヒトI
gA、及びヒトIgGである。
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　結果：顎下腺粘液細胞はHE、　PAS、　ph2
．5AB、HID－AB重染色に各々、陽性であ
った。顎下腺粘液細胞に抗ヒトSCの反応産物は
材料50例中7例に陽性であり、抗ヒトIgAの
反応産物は50例中42例に対して陰性であった
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　【目的】抗原含有アラム感作家兎肉芽腫内に惹
起した抗原誘発動脈炎は、ウシ血清アルブミン
（BSA）などの単一抗原によっても発症し得ること
を昨年度の本学会で報告した。今回は惹起後の心、
関節滑膜、その他の組織についても検索したとこ
ろ、フィブリノイド動脈炎、心内膜炎、フィブリ
ノイド滑膜炎などが観察されたので報告する。
　【方法】K一アラムに吸着させたBSA　10　mg／m1
を家兎のfoot　padに皮内注射し、21日目にBSA
を静注、惹起し、経時的に心、膝関節滑膜、消化
管などを採取。19G、抗原の分布を免疫組織学的に
観察した。
　【結果および考察】感作21日目では心左室小動
脈内膜および動脈周囲結合組織に特異抗体と思わ
れる19Gが陽性であった。惹起後24時間では左室
小血管壁は膨化し、抗原は小動脈内膜および動脈
周囲結合組織、それと近傍の小血管壁および心筋
間質に陽性となっているのが観察された。同時に
抗原は僧帽弁基部間質結合組織および小血管壁に
陽性、滑膜では滑膜表層細胞および滑膜下小血管
壁に陽性となった。惹起48時間後では、滑膜表層
細胞の増殖、好中球、リンパ球などの炎症性細胞
浸潤が認められた。10日目になると、心左室小動
脈にフィブリノイド動脈炎が、僧帽弁にはフィブ
リノイド変性を伴った心内膜炎が認められ、滑膜
ではフィブリノイド滑膜炎、滑膜絨毛形成、リン
パ球の巣状浸潤およびフィブリノイド動脈炎が観
察された。この時、胃、腸間膜にもフィブリノイ
ド動脈炎が観察された。以上の結果から、アラム
肉芽腫局所のみならず心、滑膜においても、惹起
後早期に抗原は小血管から漏出、感作期間中動脈
周囲などの結合組織に分布していたIgGにより
trapされ、　ICを形成することが示唆された。今
回の惹起実験はフィブリノイド動脈炎の誘発モデ
ルとしてばかりでなく系統的結合組織病変のモデ
ルとしても有用であると考えられた。
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